
グローバルサウスの⼦供達の衝撃の成⻑
⽇本の科学技術⼈材育成とのギャップ

学長 鈴木健太郎

Global Innovator ACADEMY



開会式⼊場⾏進

Global Innovator ACADEMY

世界への挑戦を継承し、若者たちの挑戦の連鎖を⽣む
グローバルイノベーター育成プログラム
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鈴⽊ 健太郎
Global Innovator ACADEMY 学⻑｜NPO教育の環 代表理事
1982年⽣まれ
北⾥⼤学理学部化学科卒 中学校‧⾼等学校教諭⼀種免許状（理科）取得
デジタルアートなどで世界的に活躍するチームラボに2007年に新卒⼀期で⼊社したのち独
⽴。
独⽴後は教育を楽しく出来る仕組みをつくる教育クリエイターとして、世界最⼤のSTEM教
育NPO「FIRST」の⽇本統括ディレクターも務め、190カ国が参加する世界最⼤の⾼校⽣
STEM競技会「FIRST Global Challenge」の⽇本代表監督として世界5位を獲得。その実績と
政策提⾔の知⾒を元に⼀般社団法⼈デジタル⼈材共創連盟 ガイドライン委員 を務める。
2023年1⽉に開校した北海道安平町⽴義務教育学校早来学園の設計に携わる。

登壇者紹介

オープニング
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猪⼦ 28歳

鈴⽊ 24歳

2007年社員旅⾏

⾼須さん 32歳
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深夜の公園 後輩の部室
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STEMで世界に挑戦できる⾼校⽣を増やし、未来のイノベーターを⽇本中に⽣み出す
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１９０カ国以上の
⾼校⽣各国代表チームが参加する

世界最⼤のSTEMオリンピック
「FIRST Global Challenge」
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FGC開催都市

①2017年
ワシントンD.C 

7/16-18

⑥2022年
ジュネーヴ
10/13-16

⑨2025年
パナマシティ
10/29-11/2

②2018年
メキシコシティ

8/16-18

③2019年
ドバイ

10/24-27

⑦2023年
シンガポール

10/7-10

④2020年 ⑤2021年
コロナによりオンライン開催

⑧2024年
アテネ

9/26-29

毎年世界の都市で開催している
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FGC開催会場

コカ‧コーラアリーナ
ドバイ

パナマコンベンションセンター
パナマシティ

平和友好スタジアム
アテネ

Palexpo International Exhibition and Convention Center
ジュネーヴ

Singapore EXPO
シンガポール



http://www.youtube.com/watch?v=1D9TOEHSWls
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FGCのプログラムの流れ

世界課題と開催場所‧⽇程が発表

開催国にて現地参加

4つのプログラムに取り組む

毎年

半年間

5⽇間



20

プログラム

①Robotics Challenge
FGCの中⼼となる活動で、各国代表チームが共通のパーツを使い、⾃ら設計‧製作
したロボットを国際ルールに基づいて競います。ただ勝敗を競うだけでなく、同じ
アライアンス（複数国が組むチーム）で協⼒しながら課題に挑む点が特徴で、国際
的な協働⼒が不可⽋です。限られた資材や時間の中で設計‧プログラミング‧戦略
⽴案を⾏い、実際のフィールドで成果を試すことで、理論と実践の両⾯からSTEM
を学びます。また、競技中には柔軟な対応⼒やチーム内の役割分担も求められるた
め、リーダーシップやコミュニケーション⼒も⼤きく成⻑します。

②New Technology Experience（NTE）
毎年設定される世界的課題（例：気候変動、⽣物多様性、資源循環など）につい
て、⽣徒⾃⾝が調査‧研究を⾏い、解決策を提案する探究型プログラムです。NTE
では、単に知識を学ぶのではなく、科学的根拠を⽰しながら「⾃分たちの地域の課
題をどう解決できるか」を国際社会に向けて発信します。チームは研究ポスターや
プレゼンテーションを準備し、専⾨家や他国チームから質問やフィードバックを受
けます。これにより、科学的リテラシーだけでなく、論理的に説明し議論する⼒、
異⽂化間での意⾒交換⼒を実践的に磨くことができます。

試合の様子

NTE 発表の様子



21

プログラム

③Social Media Challenge（SMC）
世界に向けた情報発信活動として、チームはX（旧Twitter）、Instagram、
FacebookなどのSNSを使い、⾃国での準備や研究の様⼦を紹介します。ハッシュ
タグを通じて各国チームとつながり、互いの進捗や⼯夫を共有することが求められ
ます。半年間で15個の課題が発表され、その課題への挑戦を通して、⽣徒たちはデ
ジタル広報の技術、魅⼒的なコンテンツを発信する表現⼒、そして社会的メッセー
ジをわかりやすく届ける⼒を鍛えることができます。さらに、⾃国の教育や⽂化を
国際的に紹介する役割も担うため、「⾃分たちは⾃国を代表して発信している」と
いう⾃覚と責任感も育ちます。

④国際交流
FGCは、競技や研究発表だけでなく、国際交流そのものが⼤きな柱です。⼤会期間
中には「パレード‧オブ‧ネーションズ」や「カルチャーナイト」といったイベン
トが⾏われ、参加者は⾃国の⾐装や伝統⽂化を紹介し、互いの国の魅⼒を学び合い
ます。交流の場では英語を共通語としながらも、ジェスチャーやプレゼン資料を⼯
夫することで、⾔語の壁を越えたコミュニケーションが⽣まれます。こうした経験
は、異⽂化理解や国際的な友情を育むだけでなく、「多様性を尊重し、共に課題を
解決する」というFGCの理念を体験的に理解する貴重な機会となります。

実際のSMCの課題

各国がブースで自国をアピール
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STEMで世界に挑戦できる⾼校⽣を増やし、未来のイノベーターを⽇本中に⽣み出す
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育成プログラム

Robotics コース
設定されたロボット競技のルールに沿って、各チーム1つずつロボットの製作に挑
戦します。ロボット競技で⽇本トップ、世界トップを⽬指すために必要な、戦略‧
計画‧技術‧知識を学びます。
ロボット製作を通じて、機械設計‧電⼦⼯作‧プログラミングなどの実践的スキル
を習得します。単に作るだけでなく、国際競技に挑戦するための「戦略⽴案」や
「短期間でのプロトタイプ開発」など⾼度な⼯学的プロセスを体験します。

Solution コース
地球規模の世界課題に直結する⽇本特有の課題を特定し、STEMを活⽤したソ
リューションを探求します。また解決するために必要なプロトタイプの作成もチー
ムで⾏います。世界課題の背景の学習、課題の特定⽅法、課題からソリューション
を導くための考え⽅、プロトタイプ作成の⽅法などを学びます。
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育成プログラム

Outreach コース
⽇本国内のSTEM教育環境の向上のため、⽂科省‧経産省‧経団連など様々な機関
に向けて、普及‧提⾔の活動を⾏い、その活動が世界でも評価されるよう他国とも
外交活動を⾏います。さらに⽇本代表チーム全体が活動するの資⾦調達も⾏いま
す。外交、マーケティング、PR、ロビイング、ファンドレイジング、など様々な実
践的な活動⽅法総合的に学びます。

世界への挑戦を継承する元⽇本代表コーチ陣
GIAでは、過去に⽇本代表として世界に挑戦したOBOGがコーチとなり、次世代の
⽣徒を直接指導しています。さらに、社会⼈として国際舞台を切り拓いてきたパイ
オニア的存在のメンターも加わり、知識や技術だけでなく「世界に挑む姿勢」その
ものを伝えています。こうして、挑戦の経験が世代を超えて継承され、次々と新た
な挑戦者が⽣まれる循環型のコミュニティとなっている点がGIAの⼤きな特徴で
す。

元日本代表の学生がコーチとして携わる













http://www.youtube.com/watch?v=dA5TMH7QeuE


パナマコンベンションセンター
パナマシティ
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Robotics ：23⼈
Solution ：42⼈
Outreach ：32⼈
    合計97⼈（重複参加あり）

⾼校⽣ ：7割位
中学⽣ ：3割位
⼩学⽣ ：数名
男⼥⽐ ：半々位

エントリーは１３０名

17都府県から参加

2026年度は300⼈規模で実施

在籍⽣徒データ
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在籍⽣徒データ

広尾学園、開成⾼校、栄光学園中‧⾼等学校、幕張⻄中学校、⼊新井第五⼩学校、淑徳⾼校、神⼭まるごと⾼専
名古屋⼤学教育学部附属中学校、N⾼等学校、駒場東邦⾼等学校、広島県⽴広島叡智学園中学校、桜丘⾼校
⻑野県諏訪清陵⾼等学校、江⼾川学園取⼿⾼校、⿇布中学校、鎌倉学園⾼等学校、愛知県⽴⼀宮⾼校、
渋⾕教育学園渋⾕⾼校、奈良県⽴国際⾼等学校、広尾学園⼩⽯川⾼等学校、頌栄⼥⼦学院⾼等学校
福⼭暁の星⼥⼦⾼等学校、佼成学園⼥⼦中等教育学校、帝京⼤学可児⾼等学校、⻘稜中学校、
茨城県⽴⽇⽴第⼀⾼等学校、桐蔭学園、

‧未踏ジュニア スーパークリエイター認定（何⼈かいます
‧SecHack365 修了（何⼈かいます
‧Technovation Girls ⽇本代表
‧科学の甲⼦園 全国優勝
‧英検⼀級（いっぱいいます
‧英語ネイティブ（いっぱいいます

‧FGC2024⽇本代表
‧全国⾼校教育模擬国連⼤会「最優秀賞」
‧AIG⾼校⽣外交官プログラム参加
‧WRO、FLL、FRC などのロボコン全国‧世界⼤会経験者
‧学術オリンピック 経験者
‧ディベート⼤会 全国経験者

GIA⽣ 実績
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学⽣コーチ
伊藤 原野｜2022年 
豊橋技術科学⼤学 在学
2020年に国内でのFIRST Robotics 
Competitionへの挑戦を開始し、2022年に⽇本
チームとして2チーム⽬となるFIRST。 
Championshipへの出場を果たす。同年FGC⽇
本代表として出場。
2025年現在、豊橋技術科学⼤学 ロボコン同好
会のキャプテンとして学⽣ロボコン世界⼀を⽬
指している。

鈴⽊瀬那｜2022年
北海道⼤学 ⼯学部  在学
2019年にFLL全国⼤会準優勝を経てトルコ世
界⼤会に出場し、部⾨別優勝。2022年には
FRCハワイ地⽅⼤会で新⼈賞を受賞し、同年
のヒューストン世界⼤会に出場。また同年、
FGCスイス⼤会に出場。2024年にはFRCハワ
イ地⽅⼤会の引率や、FLL東京予選‧全国⼤
会での引率‧レフリーを担当するなど、選⼿
と指導者の双⽅の⽴場から国内外の⼤会運営
に関わっている。

永原 陵司｜2019年
慶應義塾⼤学 理⼯学部 機械⼯学科在学
⾼校2年次にFGC ⽇本代表チームリーダーを務め
る。、⼩さい頃に出会ったアニメ「宇宙兄弟」を
きっかけに、宇宙⼯学を⽬指し、慶應義塾⼤学に
AO⼊試で合格。⼊学後、⽕星探査ローバーの世界
⼤会URCの⽇本初挑戦を⽬指す団体「ARES 
Project」を⽴ち上げ、2024年に⽇本初となる世
界⼤会に出場。
ARES Project： https://www.arespjt.jp/

菅⾕ 莉央 
東京学芸⼤学  初等理科 在学
東京⼤学⼤学院 情報学環 研究⽣ 
ボーイスカウトの指導者としての活動や、⽇本⼩
‧中‧⾼校⽣そろばん訪⽶使節団での派遣や様々
な⼤規模教育系イベントの運営に携わる。その実
績が評価されGIAアウトリーチコースのコーチを
務める。
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渡航帯同コーチ

坂⽥悠真/Yuma Sakata
慶應義塾湘南藤沢 1年
2020年、国際科学教育協会主催のスペースロボットコンテスト(⽂科省、総務省後援）に出場し、全国⼤会決勝トーナメントに進出。
その後2021年、成層圏観測プロジェクトへの参加権を得て、北海道チームKIKYOのリーダーとして観測機を打ち上げデータ取得を成
功。その後、⼩型⼈⼯衛星cube-sat打ち上げプロジェクトの開発設計担当メンバーに選出され、2025年打ち上げ。2022年、Yukikaze 
Technologyに所属し、FGCの⽇本代表メンバーとしてスイスのジュネーブに渡航。

三宅 智史/Satoshi Miyake
東京⼤学 ⼯学部 3年
⾼校時代より物理学に関⼼を持ち、国際物理オリンピック2022 銀賞、アジア物理オリンピック2022 銅賞を受賞した実績を持つ。
学術活動のみならず、将来世代への数理‧科学教育にも注⼒している。⼤規模な⼤学⽣合宿である「数物セミナー合同合宿」の運営指揮
や、⾼校⽣向けの「数理の翼夏季セミナー」のスタッフを務める。また、科学オリンピックの分野では、物理オリンピック⽇本委員会で
チューターとして作問‧添削に携わる⼀⽅、国際⼈⼯知能オリンピック⽇本委員会（JOAI）では第1回国内⼤会開催や広報イベントのロジ
スティクスを担当するなど、技術‧運営の両⾯で活動している。
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渡航帯同コーチ

中嶋 花⾳
University of Minnesota - Neuromodulation Research Center‧孫正義育英財団3期⽣
東邦⼤付属東邦⾼校在学中の17年にFRCチームSAKURA Tempestaを設⽴、3年連続世界⼤会出場を果たす。19年からはメンバーの活動
をサポートするメンターを務めている。同年、孫正義育英財団に選抜され、⽶マカレスター⼤学に進学。現在はミネソタ⼤医学部の研
究員として神経科学の研究を続けている。2021年よりFGC⽇本代表チームのコーチとして海外渡航をサポートしている。
■メディア掲載
‧留学先で出会った国際ロボコン「FRC」 帰国後にチーム⽴ち上げ世界⼤会進出 実績が評価され、アメリカの⼤学へ|国際⼒の鍛え
かた|朝⽇新聞EduA
 https://www.asahi.com/edua/article/15403009?p=1
‧中⾼⽣が⾃⼒で200万円以上の資⾦調達まで⾏う国際ロボコン｢FRC｣の凄み 参加過程のすべてが｢STEAM教育プログラム｣ | 東洋経済
education×ICT 
https://toyokeizai.net/articles/-/594146

鈴⽊ 瀬那
北海道⼤学 ⼯学部 2年
2019年にFLL全国⼤会準優勝を経てトルコ世界⼤会に出場し、部⾨別優勝。2022年にはFRCハワイ地⽅⼤会で新⼈賞を受賞し、同年の
ヒューストン世界⼤会に出場。また同年、FGCスイス⼤会に出場。2024年にはFRCハワイ地⽅⼤会の引率や、FLL東京予選‧全国⼤会での
引率‧レフリーを担当するなど、選⼿と指導者の双⽅の⽴場から国内外の⼤会運営に関わっている。
■メディア掲載
‧北海道の学⽣ロボコンチーム 世界で活躍、楽しさ発信 - ⽇本経済新聞
 https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFC132K70T11C22A1000000/

https://www.asahi.com/edua/article/15403009?p=1
https://toyokeizai.net/articles/-/594146
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFC132K70T11C22A1000000/
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社会⼈コーチ
五⼗嵐 広希 
東京⼤学⼤学院⼯学系研究科特任研究員
RoboCup世界⼤会、国内⼤会の⼤会運営や、
NHK学⽣∕⾼専ロボコンなど、各種ロボット競
技会の運営に、無線管理や安全管理の観点で携
わる。本業はロボットやドローン（無⼈機航空
機）の安全の標準化や制度設計。

花守 弘樹
九州⼤学 社会⼈博⼠
九州⼤学修⼠課程在学中に⽇本で初めて、世
界最⼤の中国のロボット競技会
「Robomaster」に参加し、初出場ながらも
ファイナルトーナメント進出を果たす。その
後、NHK⼩学⽣ロボコンの企画‧監修‧解説
や⾼専ロボコンの解説など、全国的なロボッ
ト教育イベントで活躍。社会⼈博⼠課程の学
⽣としてソフトグリッパ研究にも取り組み、
実務と学術の両⾯からロボティクスの発展を
⽬指している。

川節 拓実
京都⼤学⼯学部 講師
2020年より⼤阪⼤学⼤学院基礎⼯学研究科助教．
021年より国際電気通信基礎技術研究所（ATR）客
員研究員．2024年より京都⼤学⼤学院⼯学研究科
講師．⽇本ロボット学会研究奨励賞，IEEE EDS 
Kansai Chapter MFSK Awardなどを受賞．ソフト
ロボティクスや知覚に興味を持ち，やわらかな触
覚センサやそれを⽤いたヒト運動計測，⽣体にお
ける視覚情報処理など主としてセンシングに関す
る研究に従事．

⿅野 利春 
京都精華⼤学 教授
⽯川県の公⽴学校教諭に勤務した後，⽯川県教育
委員会を経て⽂部科学省にて⾼等学校情報科担当
の調査官として勤務。新学習指導要領をまとめた
後，情報Ⅰ‧情報Ⅱの教員研修⽤教材をまとめ、
情報教育の施策に携わる。
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- 本⽇の流れと⽬的の共有
オープニング

助成協⼒

なぜやっているのか？
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- 本⽇の流れと⽬的の共有
オープニング

助成協⼒

世界が⼤激変しているから



supported by 46

- 本⽇の流れと⽬的の共有
オープニング

助成協⼒

そして⽇本が世界に取り残され
始めてるから
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- いままでの結果
FGC⽇本代表の過去と今これから

⽇本の教育関係者のよくある勘違い

学術オリンピックの⾦メダル
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- いままでの結果
FGC⽇本代表の過去と今これから

⾦メダル 上位 1/12 
銀メダル 上位 2/12
銅メダル 上位 3/12

メダルの定義

⾦メダルは1位じゃない

⼤体80〜120カ国が参加
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- 物理オリンピックの総メダル数ランキング
FGC⽇本代表の過去と今これから

物理以外も全体的にこれくらい
年々順位は低下している



supported by

東京大学
世界大学ランキング２６位

すでに中国・シンガポールなどに抜かれ
アジアトップの地位からは陥落している
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- FGC⽇本代表の過去と今これから
FGC⽇本代表の過去と今これから

⽇本は
⼦どもたちがどんなにがんばっても、

世界のトップにはなれない国

⽇本のトップは世界のトップじゃない



supported by 53FIRST Global Challenge



190カ国以上が参加する
世界最⼤の⾼校⽣STEMオリンピック

「FIRST Global Challenge」
5年で世界⼀を⽬指す



プログラム概要説明

いままで 今回のチャレンジ 展望
書類‧⾯接の選考で選ばれた

⽇本代表のみが世界へ挑戦

短期の結果は出ても
インパクトは⼤きくならない

⽇本代表選考参加者も世界挑戦の
教育プログラムを受け育成

世界への挑戦の機会をより多くに提供し
卓越⼈材を育成可能に

教育プログラムの規模を拡⼤していき
裾野を広げ、頂きを⾼くする。

イノベーターをより多く輩出することが可能に

他のジャンルのグローバルコンテストでも
同様の教育プログラム開発が可能

①世界挑戦の経験を継承
②育成プログラムを提供

元⽇本代表メンター

課題
極少数の卓越⼈材への育成になっている

裾野を拡⼤

頂きを⾼く
⽬標

より多くの卓越⼈材の育成を仕組み化

書類⾯接のみ

書類選考のみ
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助成協⼒

海外はなにが違うのか？
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動画をご覧下さい
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https://docs.google.com/file/d/136gPD8F8lglnsgVqhvtFPC7e3ttQH2sp/preview
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FITRSTのコミュニティの
奨学金総額
約100億円
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動画をご覧下さい
2本

https://docs.google.com/file/d/1VqthwTnjuN9aktDUI-87slhNU46JsNor/preview
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https://docs.google.com/file/d/1JEs0F3XS0P3OYlgBqsL99Dl_g4SvIpHx/preview
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